












要旨 

目的:伝統的養育システムや養育環境が急変していく現代にあって、子どもを出産し新しい

家族を形成していく時に、父親はどのような役割をとっていくのかを調査し検討。調査内

容と方法:子どもの出生後 1年間の父親の子どもとの関わり(愛着行動-あやす、抱く、話し

かける)、子どもと一緒にいる時の気持ち(子どもへの肯定的感情)、妻とのコミュニケーシ

ョン等。子どもの出生 1カ月時、6ヵ月時、1カ年時の計 3回継続して同一の調査対象者に

郵送調査。対象は、東京－A病院で出産をした産婦の夫 227 人。結果:対象全体の 1カ年時

の傾向は、子どもとの関わり・子どもの世話などをよくしている。子どもへの肯定的感情

も高い。立会い分娩の経験別に検討すると、立会い分娩群は対照群に比べ子どもとの遊び

や世話をよくしており、動きのある遊びが多い。また、子どもへの肯定的感情得点も高く、

子どもに対する関心が全体的に高い傾向がある。妻とのコミュニケーションもよくとって

いる。 


